
図３ 定量的なグラフでのスコアリングモデル例 
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１．はじめに  

 原子力発電環境整備機構では，概要調査地区選定上の考慮事項のうち，「付加的に評価する事項（付加的事

項）」の評価については，全ての事項を総合的に評価するほか，必要に応じて複数の応募区域を対象に相対評

価を実施することとしている．このためには，総合評価の共通的な指標を設定し，付加的事項との関連性を明

確にしたうえで，追跡性と透明性のある手法を用いる必要がある．ここでは，総合評価と相対評価を行う手法

の一つとして，多属性効用解析（MAA：Multi-attribute Analysis）を改良しその適用性を考察した． 

２．MAA の階層構造化とスコアリングモデルの設定 

 付加的事項は，大きく６項目に分類されており，それぞ

れが階層構造的な属性を有している．それぞれの評価事項

が独立し階層構造となる性状は，まさしく MAA による多属

性的な効用解析の図式と一致する．今回，付加的事項の階

層構造を基に MAA の階層構造を図１のように設定した．MAA

では，最上位の目標（ゴール）について，サブゴールの定

量的な評価結果を用いて「重み付け」をしながら加算して

いくことで求めることができる． 

MAA の実施手順を図２に示す．MAA のスコアリングモデル

は，階層構造の最下層の各要素（付加的事項の各要素に対

応）を対象に作成し，要素の特徴に応じて定量的なモデル

（図３参照）と定性的なモデル（表１参照）を設定する．

その場合，スコアリングモデルにおける数値は，1)文献に

提示された考慮事項設定の背景となった軸（好ましさ）を 0

～1の幅で，横軸には評価事項の指標（例えば岩盤強度であ

れば MPa）を設定する．また処分場の成立性に影響すると考

えられる値を Killer として設定することも可能である．こ

れらのモデルはいずれも専門家の判断で設定される． 

 

表１ 定性的な評価軸でのスコアリングモデル例 

スコア サイトの状態 
1.0 過剰間隙水圧の存在が認められない 
0.5 過剰間隙水圧の存在の可能性がある 
0.0 過剰間隙水圧の存在が認められる 

 

キーワード： 概要調査地区選定，付加的事項，MAA，スコアリングモデル 

連絡先：  〒108-8502 東京都港区港南 2-15-2 TEL 03-5769-1309, FAX 03-5769-1977 

図１ MAA の階層構造 

図２ MAA の実施手順 

 

 
岩盤の強度：地山強度比で判断 
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３．重み付けの方法 

 重み付けは評価結果に大きく影響することから，説明性の確保が求められる．本検討では，付加的事項と「設

計因子」の関連の大小により重み付けを行う方法を提案した．すなわち，「設計因子」は「設計によって処分

場概念に持たせようとする性質と能力をあらわしたものであり，これによって処分場概念のサイト環境条件へ

の適合性を包括的に評価することを目的としている」1)ものであるが，設計因子との結びつきが強い付加的事

項は重要度も大きいと考えた．今回，設計因子を詳細化した上で，技術的実現性，長期安全性，事業性の３つ

の軸で再整理し（「総合評価の共通指標」とよぶ），付加的事項を縦軸，総合評価の共通指標を横軸とした相互

関連マトリクスを作成し専門家の判断で重み付けを行った．具体的には，表２に示すように，相互の関連性が

高いと考えた場合は５点，関連性がある場合３点，関連性が小さい場合１点，無い場合は０点と点数を付け，

サブゴールごとに合計した点数により相対的に重み付けを行い，上位のサブゴールについては下位のサブゴー

ルの平均値を基に相対的に重み付けを行った． 

 今回提案した手法の適用性を確認するため，内陸部・結晶質岩と沿岸域・堆積岩の仮想地域を対象に，MAA

による評価を実施した．ここでは，スコアリングモデルに適用する値を仮定し，スコアを求めた後，関連マト

リクスによる重み付けを採用して各サイトの好ましさの程度を求めた．その表示結果を例として図４に示す． 

４．まとめ 

 MAA で重要となる重み付けについては，できる限り説明性と追跡性を確保するため，付加的事項と総合評価

の共通指標との関連をマトリクス的に表した方法（マトリクス法）を提案した．この手法はカバーしている範

囲が極めて多分野にわたっているため，地層処分に関する広範な知識ベースでの評価を取り入れることができ，

付加的事項との関連性に基づく重み付けの考え方をより客観的に提示することが可能であると考えられる． 
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沿岸域・堆積岩 

内陸部・結晶質岩 

好ましさ度数 仮想サイト 

地下水の特性 

輸送 
地層の物性・性状 地質環境の調査・評価 
建設・操業時の自然災害 土地の確保 

図４ MAA による評価結果例 

表２ 関連マトリクスの例 
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